
（
法
第
二
十
八
条
の
技
術
的
読
替
え
）

第
四
条
の
六

法
第
二
十
八
条
の
四
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
技
術
的
読
替
え
は
、
次
の
表
の
と
お
り
と
す
る
。

読
み
替
え
る
法
の
規
定

読
み
替
え
ら
れ
る
字
句

読
み
替
え
る
字
句

第
二
十
八
条
第
七
項

同
条
第
十
項
か
ら
第
十
二
項
ま
で

の
規
定
中
「
国
の
安
全
等
に
係
る

措
置
に
関
す
る
修
正
」
と
あ
る
の

は
「
国
の
安
全
に
係
る
措
置
に
関

す
る
修
正
」

「
第
一
項
第
四
号
」
と
あ
る
の
は
「
第
二
十

八
条
第
一
項
第
四
号
」
と
、
同
条
第
九
項
中

「
第
三
項
若
し
く
は
第
六
項
又
は
第
二
十
七

条
の
三
第
二
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
二
十
八

条
の
四
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
二
十

八
条
第
三
項
若
し
く
は
第
六
項
又
は
第
二
十

八
条
の
三
第
二
項
」
と
、「
第
一
項
第
四
号
」

と
あ
る
の
は「
第
二
十
八
条
第
一
項
第
四
号
」

と
、
同
条
第
十
項
本
文
中
「
国
の
安
全
等
に

係
る
措
置
に
関
す
る
修
正
」と
あ
る
の
は「
国

の
安
全
に
係
る
措
置
に
関
す
る
修
正
」
と
、

「
第
二
十
七
条
の
四
第
一
項
」
と
あ
る
の
は

「
第
二
十
八
条
の
四
第
一
項
」
と
、「
第
一
項

第
四
号
」
と
あ
る
の
は
「
第
二
十
八
条
第
一

項
第
四
号
」
と
、
同
項
た
だ
し
書
中
「
国
の

安
全
等
に
係
る
措
置
に
関
す
る
修
正
」
と
あ

る
の
は
「
国
の
安
全
に
係
る
措
置
に
関
す
る

修
正
」
と
、「
第
三
項
若
し
く
は
第
六
項
又
は

第
二
十
七
条
の
三
第
二
項
」と
あ
る
の
は「
第

二
十
八
条
の
四
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る

第
二
十
八
条
第
三
項
若
し
く
は
第
六
項
又
は

第
二
十
八
条
の
三
第
二
項
」
と
、
同
条
第
十

一
項
中
「
第
二
十
七
条
の
四
第
一
項
」
と
あ

る
の
は「
第
二
十
八
条
の
四
第
一
項
」と
、「
対

内
直
接
投
資
等
が
国
の
安
全
等
に
係
る
対
内

直
接
投
資
等
」
と
あ
る
の
は
「
特
定
取
得
が

国
の
安
全
に
係
る
特
定
取
得
」
と
、「
国
の
安

全
等
に
係
る
措
置
に
関
す
る
修
正
」
と
あ
る

の
は
「
国
の
安
全
に
係
る
措
置
に
関
す
る
修

正
」
と
、
同
条
第
十
二
項
中
「
第
五
項
か
ら

前
項
ま
で
」
と
あ
る
の
は
「
第
七
項
か
ら
前

項
ま
で
並
び
に
第
二
十
八
条
の
四
第
二
項
に

お
い
て
準
用
す
る
第
二
十
八
条
第
五
項
及
び

第
六
項
」
と
、「
国
の
安
全
等
に
係
る
措
置
に

関
す
る
修
正
又
は
第
二
十
七
条
の
四
第
一

項
」
と
あ
る
の
は
「
国
の
安
全
に
係
る
措
置

に
関
す
る
修
正
又
は
第
二
十
八
条
の
四
第
一

項
」
と
、「
第
一
項
第
四
号
」と
あ
る
の
は「
第

二
十
八
条
第
一
項
第
四
号
」
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第
四
条
の
三
第
四
項
中
「
第
三
条
第
八
項
か
ら
第
十
一
項
」
を
「
第
三
条
第
十
一
項
か
ら
第
十
四
項
」
に
、「
同
条

第
八
項
中
「
前
項
」
と
あ
り
、
及
び
同
条
第
九
項
中
「
第
七
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
四
条
の
三
第
三
項
」
と
、
同
条

第
十
項
中
「
第
七
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
四
条
の
三
第
三
項
」
を
「
同
条
第
十
二
項
中
「
同
項
た
だ
し
書
」
と
あ
る

の
は
「
第
四
条
の
三
第
三
項
た
だ
し
書
」
と
、
同
条
第
十
三
項
中
「
第
十
項
の
」
と
あ
る
の
は
「
第
四
条
の
三
第
三

項
の
」
に
、「
同
条
第
十
一
項
中
「
第
七
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
四
条
の
三
第
三
項
」
を
「
同
条
第
十
四
項
中
「
第
十

項
の
」
と
あ
る
の
は
「
第
四
条
の
三
第
三
項
の
」
に
改
め
、
同
条
に
次
の
三
項
を
加
え
る
。

５

第
三
条
第
十
九
項
の
規
定
は
、
法
第
二
十
八
条
の
二
第
七
項
第
二
号
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
も
の
に
つ
い

て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
三
条
第
十
九
項
中
「
対
内
直
接
投
資
等
」
と
あ
る
の
は
、「
特
定
取
得
」

と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

６

第
三
条
第
二
十
項
の
規
定
は
、
法
第
二
十
八
条
の
二
第
七
項
第
三
号
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
特
別
の
関
係

に
つ
い
て
準
用
す
る
。

７

第
三
条
第
二
十
一
項
の
規
定
は
、
法
第
二
十
八
条
の
二
第
七
項
第
三
号
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
も
の
に
つ

い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
三
条
第
二
十
一
項
中
「
対
内
直
接
投
資
等
」
と
あ
る
の
は
、「
特
定
取

得
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

第
四
条
の
四
第
一
項
中
「
第
五
項
ま
で
」
を
「
第
七
項
ま
で
及
び
第
九
項
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
第
三
条

第
八
項
か
ら
第
十
一
項
」
を
「
第
三
条
第
十
一
項
か
ら
第
十
四
項
」
に
、「
同
条
第
八
項
中
「
前
項
」
と
あ
り
、
及
び

同
条
第
九
項
中
「
第
七
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
四
条
の
四
第
一
項
」
と
、
同
条
第
十
項
中
「
第
七
項
」
と
あ
る
の
は

「
第
四
条
の
四
第
一
項
」
を
「
同
条
第
十
二
項
中
「
も
の
（
同
項
た
だ
し
書
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
代
理
人
。
次
項

及
び
第
十
四
項
に
お
い
て
同
じ
。）」
と
あ
る
の
は
「
も
の
」
と
、
同
条
第
十
三
項
中
「
第
十
項
の
」と
あ
る
の
は「
第

四
条
の
七
第
一
項
の
」
に
、「
同
条
第
十
一
項
中
「
第
七
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
四
条
の
四
第
一
項
」
を
「
同
条
第
十

四
項
中
「
第
十
項
の
」
と
あ
る
の
は
「
第
四
条
の
七
第
一
項
の
」
に
改
め
、
同
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

８

法
第
二
十
九
条
第
九
項
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
行
為
は
、
第
二
条
第
二
十
五
項
第
九
号
か
ら
第
十
五
号
ま

で
に
掲
げ
る
行
為
と
す
る
。

第
二
章
中
第
四
条
の
四
を
第
四
条
の
七
と
し
、
第
四
条
の
三
の
次
に
次
の
三
条
を
加
え
る
。

（
禁
止
期
間
中
の
国
の
安
全
に
係
る
措
置
に
関
す
る
自
発
的
な
修
正
の
届
出
の
手
続
）

第
四
条
の
四

法
第
二
十
八
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
は
、
同
項
に
規
定
す
る
禁
止
期
間
の
満
了
す
る
日

ま
で
に
、
主
務
省
令
で
定
め
る
手
続
に
よ
り
、
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

法
第
二
十
八
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
し
よ
う
と
す
る
外
国
投
資
家
が
法
第
二
十
六
条
第
一
項
第

一
号
、
第
二
号
又
は
第
四
号
に
掲
げ
る
も
の
に
該
当
す
る
場
合
に
は
、
当
該
外
国
投
資
家
は
、
居
住
者
で
あ
る
代

理
人
に
よ
り
当
該
届
出
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
禁
止
期
間
満
了
後
の
国
の
安
全
に
係
る
措
置
に
関
す
る
変
更
の
届
出
等
の
手
続
）

第
四
条
の
五

法
第
二
十
八
条
の
四
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
は
、
当
該
届
出
に
係
る
変
更
を
行
お
う
と
す
る
日

前
六
月
以
内
に
、
主
務
省
令
で
定
め
る
手
続
に
よ
り
、
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

法
第
二
十
八
条
の
四
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
外
国
投
資
家
が
法
第
二
十
六
条
第

一
項
第
一
号
、
第
二
号
又
は
第
四
号
に
掲
げ
る
も
の
に
該
当
す
る
場
合
に
は
、
当
該
外
国
投
資
家
は
、
居
住
者
で

あ
る
代
理
人
（
次
項
及
び
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
送
達
さ
れ
る
文
書
を
受
理
す
る
権
限
を
有
す
る
も
の
に
限
る
。）

に
よ
り
当
該
届
出
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

法
第
二
十
八
条
の
四
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
二
十
八
条
第
三
項
又
は
第
六
項
の
規
定
に
よ
る
禁
止
期

間
の
延
長
は
、
郵
便
等
に
よ
る
送
達
又
は
交
付
送
達
に
よ
り
、
そ
の
送
達
を
受
け
る
べ
き
も
の
の
住
所
、
居
所
又

は
営
業
所
に
当
該
延
長
の
期
間
を
記
載
し
た
文
書
を
送
達
し
て
行
う
。
た
だ
し
、
外
国
投
資
家
が
居
住
者
で
あ
る

代
理
人
に
よ
り
法
第
二
十
八
条
の
四
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
変
更
の
届
出
を
し
て
い
る
場
合
に
は
、
当
該
代
理
人

の
住
所
、
居
所
又
は
営
業
所
に
送
達
す
る
も
の
と
す
る
。

４

第
三
条
第
十
一
項
か
ら
第
十
四
項
ま
で
の
規
定
は
、
前
項
に
規
定
す
る
延
長
の
期
間
を
記
載
し
た
文
書
に
つ
い

て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
条
第
十
二
項
中
「
同
項
た
だ
し
書
」
と
あ
る
の
は
「
第
四
条
の
五
第
三

項
た
だ
し
書
」
と
、
同
条
第
十
三
項
及
び
第
十
四
項
中
「
第
十
項
の
」
と
あ
る
の
は
「
第
四
条
の
五
第
三
項
の
」

と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

５

法
第
二
十
八
条
の
四
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
二
十
八
条
第
五
項
又
は
法
第
二
十
八
条
の
四
第
二
項
に

お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
法
第
二
十
八
条
第
七
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
二
十
七
条
の
四
第
二
項
に
お
い

て
準
用
す
る
法
第
二
十
七
条
第
十
項
若
し
く
は
第
十
一
項
の
規
定
に
よ
る
勧
告
若
し
く
は
命
令
又
は
こ
れ
ら
の
取

消
し
は
、
郵
便
等
に
よ
る
送
達
又
は
交
付
送
達
に
よ
り
、
そ
の
送
達
を
受
け
る
べ
き
も
の
の
住
所
、
居
所
又
は
営

業
所
に
当
該
勧
告
若
し
く
は
命
令
又
は
こ
れ
ら
の
取
消
し
の
内
容
を
記
載
し
た
文
書
を
送
達
し
て
行
う
。た
だ
し
、

外
国
投
資
家
が
居
住
者
で
あ
る
代
理
人
に
よ
り
法
第
二
十
八
条
の
四
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
変
更
の
届
出
を
し
て

い
る
場
合
に
は
、
当
該
代
理
人
の
住
所
、
居
所
又
は
営
業
所
に
送
達
す
る
も
の
と
す
る
。

６

第
三
条
第
十
一
項
か
ら
第
十
四
項
ま
で
の
規
定
は
、
前
項
に
規
定
す
る
勧
告
若
し
く
は
命
令
又
は
こ
れ
ら
の
取

消
し
の
内
容
を
記
載
し
た
文
書
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
条
第
十
二
項
中
「
同
項
た
だ
し

書
」
と
あ
る
の
は
「
第
四
条
の
五
第
五
項
た
だ
し
書
」
と
、
同
条
第
十
三
項
中
「
第
十
項
の
」
と
あ
る
の
は
「
第

四
条
の
五
第
五
項
の
」
と
、「
第
十
条
第
三
号
」
と
あ
る
の
は
「
第
十
条
第
四
号
、
第
六
号
又
は
第
七
号
」
と
、
同

条
第
十
四
項
中
「
第
十
項
の
」
と
あ
る
の
は
「
第
四
条
の
五
第
五
項
の
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

７

法
第
二
十
八
条
の
四
第
二
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
法
第
二
十
八
条
第
七
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法

第
二
十
七
条
の
四
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
二
十
七
条
第
七
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
は
、
主
務
省
令
で
定

め
る
手
続
に
よ
り
、
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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